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本
会
顧
問
の
宮
崎
市
定
博
士
は
、
平
成
七
年
五
月
二
十
四
日
午
後
十
時
三

十
二
分
、
肺
炎
の
た
め
京
都
市
上
京
区
の
病
院
で
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
九
十

三
歳
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
。

　
博
士
は
、
明
治
三
十
四
年
八
月
二
十
日
、
現
在
の
長
野
県
飯
山
市
で
誕
生

さ
れ
た
。
飯
山
中
学
校
か
ら
松
本
高
等
学
校
文
科
甲
類
を
経
て
、
大
正
十
四

年
に
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
東
洋
史
学
専
攻
を
卒
業
、
教
室
副
手
か
ら
昭

和
二
年
に
岡
山
第
六
高
等
学
校
教
授
、
同
四
年
に
第
三
高
等
学
校
教
授
、
つ

い
で
同
九
年
に
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
十
九
年
に
は
教

授
に
補
せ
ら
れ
て
東
洋
史
学
第
二
講
座
を
担
任
、
後
に
第
一
講
座
に
移
り
、

同
四
十
年
停
年
退
官
し
て
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
け
ら
れ
た
。

　
博
士
は
そ
の
間
、
学
内
で
は
昭
和
二
十
一
年
に
京
都
大
学
評
議
員
、
同
二

十
五
年
に
は
文
学
部
長
、
同
三
十
四
年
に
は
分
校
主
事
（
教
養
部
長
）
を
つ

と
め
、
学
外
で
は
昭
和
三
十
一
年
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
四
十
年
間
に
わ
た

っ
て
東
洋
史
研
究
会
の
会
長
の
任
に
あ
っ
た
ほ
か
、
史
学
研
究
会
理
事
長
、

東
方
学
会
理
事
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。
ま
た
海
外
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
大
学
の
客
員
教
授
に
招
か
れ
た
ほ
か
、
昭
和
三

十
五
年
に
は
モ
ス
ク
ワ
の
国
際
東
洋
学
者
会
議
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
国
際

歴
史
学
会
議
、
同
三
十
六
年
に
は
コ
レ
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
講
演
を
行
い
、
同
三
十
七
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
S
・
0
・
A
・

S
よ
り
外
国
学
者
に
授
与
さ
れ
る
在
外
会
員
に
、
同
五
十
二
年
に
は
パ
リ
の

ア
ジ
ア
協
会
の
名
誉
会
員
に
選
出
さ
れ
、
更
に
同
五
十
三
年
に
は
、
フ
ラ
ン

ス
学
士
院
よ
り
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　
博
士
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
、
教
育
並
び
に
内
外
の
東
洋
史
学
界
に
尽
く
し
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た
功
績
に
よ
り
、
昭
科
四
十
六
年
に
勲
二
等
旭
日
重
光
章
、
同
五
十
八
年
に

は
京
都
府
文
化
賞
特
別
功
労
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
、
平
成
元
年
十
一
月
に
は

文
化
功
学
者
に
選
ば
れ
た
。

　
博
士
の
専
門
は
中
国
史
研
究
で
あ
る
が
、
し
か
し
博
士
の
ぼ
あ
い
、
中
国

史
は
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
の
全
時
代
を
包
括
し
、
ま
た
研
究
対
象
も

政
治
、
制
度
、
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
。
実

に
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
実
証
的
か
つ
独
創
的
な
論
文
を
次
々
に
発

衷
し
て
常
に
学
界
を
刺
戟
し
、
斯
学
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
。
博
士

の
ご
と
く
、
研
究
が
多
方
面
に
わ
た
り
、
し
か
も
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
雄
大
な

こ
と
は
、
他
に
例
を
見
な
い
程
で
あ
る
。

　
博
士
の
研
究
は
宋
代
か
ら
始
ま
る
。
初
期
の
研
究
に
は
王
安
石
に
関
す
る

諸
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
延
長
と
し
て
貨
幣
経
済
の
発
展
と
通
貨
政
策
の
癒

か
ら
近
世
初
期
の
時
代
相
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
　
『
五
代
宋
初
の
通
貨
問

題
』
で
、
こ
れ
は
博
士
の
学
位
論
文
と
な
っ
た
研
究
で
あ
る
。
こ
の
経
済
的

関
心
は
、
そ
の
後
「
宋
代
以
後
の
土
地
所
有
形
体
」
や
「
部
曲
か
ら
佃
戸
ヘ

ー
唐
宋
間
社
会
変
革
の
一
撃
一
」
な
ど
の
一
連
の
論
文
に
よ
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
京
都
学
派
の
立
場
か
ら
す
る
宋
以
後
近
世
説
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
博
士
の
中
国
史
研
究
の
本
領
は
、
制
度
史
研
究
に
あ
る
。
先
の
経

済
史
の
諸
論
文
も
制
度
史
的
な
学
識
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
点
に
、

そ
の
独
創
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
博
士
の
制
度
史
研
究
の
結
晶
は
『
科
挙
』

で
あ
り
、
ま
た
科
挙
前
史
と
副
題
が
付
け
ら
れ
た
『
九
品
官
人
法
の
研
究
』

で
あ
る
。
特
に
後
者
は
そ
の
高
い
学
術
的
価
値
が
認
め
ら
れ
て
昭
和
三
十
三

年
度
の
日
本
学
士
院
賞
が
贈
ら
れ
た
。
そ
の
他
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、

元
代
史
研
究
の
根
本
史
料
で
難
解
で
知
ら
れ
る
「
元
典
章
」
研
究
や
、
更
に

は
世
代
史
と
い
う
よ
り
は
広
く
中
国
専
制
君
主
体
制
研
究
の
基
礎
史
料
で
あ

る
「
雍
正
殊
批
論
旨
」
研
究
な
ど
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
中
国
史
研
究
の
水

準
を
大
き
く
高
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は
極
め
て
多
大
で
あ
る
。

　
ま
た
社
会
史
研
究
の
分
野
で
は
、
そ
の
後
に
多
く
の
研
究
を
生
み
出
す
契

機
と
な
っ
た
論
文
「
申
国
近
世
の
桜
島
暴
動
i
特
に
都
茂
七
の
乱
に
つ
い

て
一
」
や
、
ま
た
近
世
申
国
の
先
進
地
域
で
あ
る
蘇
州
地
方
の
経
済
的
繁

栄
の
実
態
と
士
大
夫
、
民
衆
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
一
連
の
研
究
は
、

明
代
の
社
会
文
化
史
と
経
済
史
と
を
見
事
に
結
合
し
て
明
の
時
代
相
を
的
確

に
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
に
は
「
飾
気
に
つ
い
て
」
「
宋
代
の
士
風
」

な
ど
か
ら
『
水
撃
伝
』
を
め
ぐ
る
ユ
ニ
～
ク
な
研
究
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ま

た
枚
挙
に
暇
が
な
い
程
で
あ
る
。

　
博
土
の
研
究
に
は
、
そ
の
他
に
も
中
国
古
代
の
国
制
を
都
市
国
家
と
し
て

捉
え
よ
う
と
す
る
研
究
や
、
『
論
語
の
薪
研
究
』
に
代
表
さ
れ
る
古
典
研
究

な
ど
が
あ
る
が
、
研
究
は
ま
た
中
国
史
の
み
に
留
ま
ら
ず
広
く
ア
ジ
ア
史
、

東
西
交
渉
史
か
ら
更
に
は
日
本
史
に
も
及
び
、
斬
新
な
見
解
を
発
表
し
て
学

界
に
大
き
な
反
響
を
呼
び
お
こ
し
て
き
た
。
真
に
博
士
の
研
究
の
広
さ
と
深

さ
に
は
冒
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

　
博
士
は
、
歴
史
家
に
と
っ
て
通
史
こ
そ
究
極
の
目
標
で
あ
る
と
し
、
早
く

は
名
著
『
東
洋
に
お
け
る
素
朴
主
義
の
民
族
と
文
明
主
義
の
社
会
』
を
、
つ

い
で
『
ア
ジ
ア
史
概
説
』
、
『
中
国
史
』
（
二
冊
）
を
独
自
の
歴
史
観
、
世
界

観
を
以
て
公
に
し
て
き
た
。
通
史
に
お
い
て
一
家
の
雷
を
打
立
て
よ
う
と
し

た
不
断
の
努
力
は
、
特
に
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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博
士
の
膨
大
な
量
に
上
る
業
績
は
、
平
成
三
年
十
月
か
ら
始
ま
り
、
昨
年

二
月
に
完
結
し
た
『
宮
崎
市
定
全
集
』
（
岩
波
書
店
、
全
二
十
五
冊
）
の
中

に
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
本
全
集
こ
そ
は
、
宮
崎
史
学
の
結
集
で
あ
る
と
同
時

に
、
日
本
の
東
洋
史
学
が
世
界
に
誇
る
一
大
金
字
塔
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、

決
し
て
過
言
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
田
英
正
　
記
）
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